





































代えて剣や鉾、旙を持つ像がある。蓮台に立つもの、結跏趺坐のものの他に騎馬像で 向かって右 不動明王、左に毘沙門天を脇侍としているものもある。これは中世以後軍神として広 信仰さ た「勝軍地蔵」であることを知った。
　
中世、武士の時代に広まった戦勝を祈願する一群の神仏がある。

























































































皇十二年にみかど、日羅は賢にして勇ある事をきこしめしをよばれ、百済国に勅使して日羅をめしけるに、百済王おしみてわたされず。又勅使ありてそ 時来朝せり。帝まつりごとをとは むるに甲を被（き）て馬に乗り、庁前にすすんでひざまづい 天下をおさる所以をあらはせり。
　
また聖徳太子もろもろの童子にまじはりて、ともに日羅の館（た

































































典拠 なった 『蓮華三昧経』 を考察。地蔵信仰の基本文献であるが、全て室町時代ごろ成立の偽経であるとされた。すなわち仏教正典には見えない信仰であり、天台宗を中心に「京を中心とする民衆の地蔵信仰の高揚期」にこの経典が日本で撰述されたものと考証されている。また愛宕勝軍地蔵は江戸幕府が江戸に勧請（芝・港区愛宕・愛宕山） 、 武士には勝利の神、 庶民には防火の神 し、 また勝軍を 「将軍」に転訛、各地に祀られた、とされている。
　
軍神として室町将軍やその側近の信仰を集めた愛宕山には永正十











地蔵堂あり。村中より坂道十八町なり。聖護院御門主一代に一度入峯の前日此堂にのぼり給ひ七ケ日の間護摩を修し給ふ。又宇治明星山、御室戸寺へも入部の日 止宿あ て護摩を修し給ふ。是古への例也」 。また、 「○勝軍山城跡 　
白川の北山上にあり。三好






七年（一五二七）に「 山勝軍地蔵山、右京兆（細川高国）城を構ふ」などの記事があり、最後は織田信長の元亀元年 一五七〇 に明智光秀がいたこと 知られている（註八） 。
　
ここは大津市から間道を越えて東山の北から京都の中心部に通じ
































































































































） 、右がカーン（不動明王） 、左がバ（毘沙門天） 、文














































































山に籠り、 『信長公記』には「 （五月二十六日）坂本を打立ち丹波亀山の居城に至って参着。次日、二十七日に愛宕山へ仏詣。一夜参籠致し、惟任日向守心持御座候哉。神前に参り太郎坊の御前にて二度三度迄籤を取りたる由申し候」と、太郎坊天狗の前で籤を引いたと記している。翌二八 に西坊での「 きは今あめが下知る五月哉」の発句で知られる連歌興行を行い六月一日未明 本能寺 変を実行した。
　
古来籤とは神意をうかがう物で、気に入らない卦が出たと言って


















































学院の祐海、 （ 「橋雲寺」の項では最勝院の眼尊）の勧めで最初慶長六年（一六〇一）に浅瀬石村 現黒石市）に、のち二代藩主信牧が霊夢により中（津軽 郡岩木町（現弘前市内 勧請した。橋雲寺本尊勝軍地蔵は騎馬像で「山城国仏師五条大弐作」とある。
　
東北では戦国大名の家臣にも愛宕信仰が篤い武士がいた。愛宕山









社、テレビ局などが編纂した『○○県百科事典』の各県「愛宕信仰」の項目を見て気が付いた事を述べる。愛宕神社は秋田県内に一二一社、福島県は一〇一社（中通六〇、会津一六、浜通二五） 、宮城県八六 岩手 二九社となっている。青森県は同 庁のホームページに弘前市等八社が見られた。近世には鎮守より防火・火伏せの神としての信仰が中心となり、勝軍地蔵や太郎坊天狗の戦勝祈願の記憶は薄れたようで、その記事はほとんど見当たらない。
　
このように東北の愛宕神信仰は戦国時代には戦勝の守護として、
全国的な戦勝祈願の神仏として広まったものと思われる 、近世にはすでに集落の防火・鎮守の神としての信仰が普及してしま その軍神としての信仰は忘れられてきたようである。各地に残る愛宕神社に廃仏以前の僅かな伝承でも残っ いればその検討によっ その淵源の信仰の姿を考察したいも である。
　
最後に、近世を通じて防火の神として信仰された愛宕神社と勝軍


























対しても結構合理的に考えていたことが分かる。これはこの時代に読まれていた中国の武経書にも同様の記述 あり、戦意高揚や相手の威圧に用い 戦闘はあくまで 合理的に行うのが戦国武将の本心だったのであろう。
　
都の勝軍地蔵像から愛宕山の軍神、その武士による信仰の広がり
を追いかけて、思いがけず都の愛宕山と東北の諸大名と 関係に及んだ。地方におけるこのような信仰とその遺物は だ研究が及んでいない地域も多いと思い報告した次第である。この調査・ 次の世代の学究の方々 取り上げられ研究を深めて頂ければ幸いである。
　
今回も資料の存在、情報など多くの方々のご援助と激励をいただ
いた。衷心より感謝申し上げる次第である。 
（平成二八年七月三一日）

